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第 1表 メリヤス・衣服部門の投入原材料 単位 100万ウォン
| 勿メリヤス 衣服
19日 11悶 119日 11970 1 1剛 1 1田~11966-1 1970 
需品 糸 1，099.7 1，436.2 4，182.8 9，192.2 44.6 ~1 1.2 000." 1，273.1 
毛 糸 95.8 。100.0 3，342.0 1.4 2.499.5 3，010.5 205.1 
絹 糸 O 。 。 。 1.4 O 94.6 1，030.6 
化繊糸 35.4 1，042.4 2，313.3 8，145.8 0.2 5.5 1，387.7 0，344.7 
化 織 6，425.9 91.8 
綿織物 。 O 0.6 240.8 279.5 1，996.9 4，338.4 7，398.1 
毛織物 。 O O 01 1，737.4 1，204.4 4，579.1 14，67:1.1 
絹織物 。 。 O O 3.6 5.8 32.7 1，993.8 
化繊織物 。 o 。771.4 149.8 1，734.4 5，219.9 31，595.0 























" -'38.8 一一ー日ー 一一ー【 一一一一」
(注) 1) 単位10億ウォン， 1ドル=310.6ウォンで換事。
2) (二プ〕は輸入を表わす。
3) 主要な循環以丹は省かれているo
〈資本山 Institutes of Developing Economip叱InternationalInput-Output Table lapan-
Korea， 1970， 1976 






















〈下)， r輸出絹f七織JNo. 88， 1974年j 大限ケミカル・マ ケティング・センター「韓国繊維産
業の実態調査 同本との関連においてJ19uiI年，今村文繁，韓国繊維産業の動向，京洋紡「経
済研究所所報JNo. 1， 1978年8月， アシア経済研究所「外国の企業第4集韓国の企業J1967 
年，参照。
3) 代表的研究を挙げれば以下の追りである。自立論ーー渡辺利夫「現代韓国経済分析J1982年，
巳R.Frank， Kwang Suk Kim and L. E. Westphal， Foreign Trade Regimes and Economic 














済研究所(Inst山 teof Developing Economies， Tokyo)が1970年の日韓両国






































輸出合計 生市 同類似品 (メリ〕ヤス含む
3，424 981 2，443 
3，844 2，849 995 2 
7，295 3，959 2，218 1，118 
16，739 4，292 7，803 4，644 
31，622 5，373 19，635 6，614 
53，848 6，799 26，336 20，7l3 
79，496 11，632 34，477 33，387 
123，121 14，872 49，041 59，208 
191，223 17，954 61，233 112，036 
250，233 23，751 65，701 16日，781






10.4% 0% 1.1% 
9.4% 
13.3% 





















5) 花房，前掲論文， 16ベ←シj 大阪ケミカノレ マーケティング センタ j 前掲資料， 164， 166 
ヘジ』参肝河
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第 3表保税加工輸出 単位 100万 USトル
• 
I計総|輸出 同類時
衣類 j輸<r出アメ 1 カ I対日本輸出
一般市警 計税 計|由主計|鮭工
1962 55 i 53 1 I n.a n. a ロ a n. a n. a 工，.a 江 a n. a 
1963 87 77 5 I n.a n. a. n. a n. ， n. a n. a n. a n. a. 
1964 119 111 5 I n.a n. a n. a n. a n. a n. a n. a n. a 
1965 175 153 16 26 3 21 11 62 9 44 l 
1966 250 I 216 29 34 6 33 19 96 15 66 4 
1967 320 260 50 49 10 59 33 137 26 85 11 
1968 455 8 112 58 235 58 100 11 
1969 479 I 131 66 5 161 77 312 88 133 12 




第 4衰化合繊輸入 1970年 単位 1，000 USドル
計 主要品目
化合繊合計 138，637 128，023 
化合繊原料 94，962 86，190 
合繊jった関係 3D，523 26，4-1日 {ポりエステルわた(19，仰l24〕アクリル・トウ 1 
化繊わた関係 7，0日9 4，444 アクリルくず (4，291)
合繊糸 53，728 51，776 
長制住糸 37，418 35，811 ナイロン(25，669)ポリてステパ (9，227)
短観』維糸 16，309 15，965 アクりル(12，475)
化繊糸 3，702 3，554 
長級維糸 2，057 2，809 
短繊維治 745 745 
化合繊織物 43，675 41，833 
合繊織物 40，035 38，463 
長櫛維織 5，706 5，622 
短繊維職 34，329 32，841 ポりエステル混紡交織 (32，189)
化繊職物 3，640 3，370 
長繊維議 935 日11
短繊維織 2，706 2，459 
(資料) I貿易統計年報J1970年。






うすると残るのは，ナイロ Y ・ポリ L ステノレの長繊維糸，アクリノレ短繊維糸，
ポリユステノレ綿混紡織物(ポリ L スアノレ混紡交織はほとんど綿混とみなしう
る〉の 4つとなる。 ここで再び SITC84輸出の分析に戻ろう。最大の輪山
品目は， SITC 8411.319 (その他ワイシャツ) 3，274万ドルと SITC8414.460 























第5表 1970年労働者規模別構成(出荷額〕 単位 1削万ウォン
|号FJi〈つ下 下ット着製 外ット衣製 Iヮイ川f ツ
5~9人 2，929 102 141 277 18 
1O~19人 1，644 143 648 359 78 
20~49人 78日 421 1，069 520 12日
50~日9人 1，087 314 261 1，202 1 
可・a ・ .."咽咽唱 .唱唱
小 計 6，440 980 217 
F百 87% 36% 47% 119% 1% 
100~199人 84 432 521 3，031 2，130 
200~499人 890 1，312 5，467 5，262 










































8) 向上，阻止 198ベー ジ。

































































輸 入 1，099 
車印 出 1 




17，428 3，109 6，329 
15，717 4，288 4，060 
35 。 149 
33，110 7，397 10，240 
53，9百 42% 62% 
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第2図 1970年 韓国繊維産業の不均等発展
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第4図 1970年 日本繊維産業の不均等発展























13) 以上の数値はj アジア経済研究所，International Iゅut-O叫ρ叫 TableJapan-Korea， 1970， 
1976に工る。













































2，127.4 I 収支 +27，385.8(8，820万ドル〕
???????????? (379) 113 
単位百万ウォン












仏)労者働数I(B附価加値 | (CAE /B ω労主働主 1 (B)付価加値 |l (CA2) /B 似望皇内陣 1(宮工
1963 17 11 1.Fi1 310 375 0.827 31 258 0.122 
1964 n. a n. a n. a 304 392 0.776 41 325 0.126 
1965 n. a n. a n. a 311 433 0.718 49 353 0.138 
1966 38 21 1.79 338 541 0.6弓5 43 400 0.108 
1967 54 37 1.47 351 617 0.569 46 564 0.082 
1968 53 47 1.12 366 731 0.501 50 676 0.073 
1969 61 52 1.18 389 899 0.433 48 921 0.052 




1963 74 150 0.492 202 210 0.963 1.83 12.39 3.07 157 
1964 77 189 0.407 187 230 0.813 n. a n. a n. a n. a 
1965 7邑 180 0.415 m5 244 0.757 n. a n. a n. a. n. a 
1966 77 209 0.369 177 257 0.688 2.86 16.58 4Aj 2.60 
1967 75 243 0.308 166 281 0.589 2目58 17.89 4.76 2.49 
1968 76 300 0.255 15~ 301 0.506 2.24 15.33 4.39 2.21 
1969 76 342 0.222 147 359 0.410 2.73 22.65 531 2.87 
1970 78 441 0.177 139 407 0.341 2.75 21.28 6.01 3.12 
(注) 1) 単位1，000人， 100万 usドノレ， 人/1，000US F Jレ。
2) iC骨国〉主加」は「割払主服類および装身品」ただし大部分は「衣服類Jo iC日本〉
衣服」は「衣服その他。繊維製品製造業」。
3) 換算L トは1ドル=360円J 130.0ウ才ン【'63)271.3ウォシ ('GG)270.7ウォン ('67)









































Y ト代金 (r繊維機械輸入」の中にこれは含まれていなL、〉さえ賄う ζ とが亡き
ない。 60年代後半に始まる合繊設備の導入がすべて借款に依存し， しかもその













ておられる (115，120へ νL これに基づけば， 白木1労働日に対して韓国2.11苦働日となョ
て，第7表に比唆してやや値は小さくなる。
15) 輸出に占める債務返済の比率 (DcbtService Ratio)は70年に31.4%にまで達ナる。 A.O
Krueger， Stud問問 theModerniz叫ionof the Republic of Korea: 1945-1975 The Deve 
lr.JT!mmt Role 01 Foreign Sector and Aid， 1979， pp. 26-27 










同輸入~I 日 本 B 西ドイツCIアメリカD|Eバ CjA I D/A 
196日 5，443 I 457 I 3，081 I 379 8.4 56.6 7.0 
1961 I 4，425 I 1，573 I 1，839 I 136 35.5 41.7 3.1 
1962 I 6，453 I 4，377 I 1，218 I 153 67.8 18.9 2.4 
1963 I 8，473 I 5，834 717 I 782 68.9 8.5 9.2 
76.5 16.9 3.2 
1965 I 9，395 I 5，475 I 1，309 I 56 58.2 1.4 0.6 
1966 I 28，642 I 23，806 I 4，151 I 320 83.1 14.5 1.1 
1967 25，951 16，839 5，893 1，607 64.9 22.7 6.2 
1968 6fi_726 34，016 16，295 6，723 51.8 24.8 10.2 
1969 66，934 31，933 13，714 20.5 4.1 















1970 49.2 21.5 31.0 13.0 51.7 31.2 
1973 39.5 21.3 36.9 61.4 49.7 66.1 






















118 (384) 第 133巻第十5号
ステノレとそれぞれ合弁関係に入り， この新たな形態のもとで再び韓国のメリヤ， 
ス・衣服資本を自らの蓄積基盤として組みこんでいくことになる。こうして，
合繊部門の確立によって一気に自立の方向へ進展するかにみえた韓国繊維産業
も， 日本合繊資本の新たな戦略のもとで，より一層高度な従属形態への包摂と
新たな矛盾の生成へ向かつて展開していくことになる。白立的発展をめぐる角
逐は，複雑な形態転化を経ながbも，韓国が成長と発展を求める限り常に，決
して逃れる乙とりできない矛盾として発展それ白体の中にはらまれざるを得な
v、のてある。
(1983.7.17. ) 
